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By IcmrsRo NakaMURA and KAaryA Kuso 


1960 年 , 61 年 の 夏 , 私 達 は 各々 異 っ た 日 程 に より 沖縄 本 島 及び 八重 山 群島 に 於 いて 主 に 蝶 を 採集 し , その か た 
わら 生態 面 の 観察 に も 努力 し た 短期 間 に 主 な 島 を 歩い た の み で ある が , その 結果 若干 の 新知 見 を 得る 事 が 出来 
た の で 。 ここ に その 目録 と 観察 結果 の あら まし を 報告 し た い . た だ , 私 達 の 無 学 と 経験 不足 の た め に , 極め て 中 
途 半 端 な も の に な っ て し まい , 誤り も あろ うか と 思う が , 私 達 の 観察 結果 が 今後 同 群島 を 訪れ る 方 々 の 手 に よっ 
て 補 わ れ , より 完全 な も の と され る 事 を 期待 する と 共に , 私 達 自身 も 機会 か あれ ば , 再び 役 の 地 を 訪れ た いと 切 
LC いあ 。 

と の 旅行 に 当っ て は , 琉球 大 学 高良 鉄夫 博士 , 同 ヘ ルス セン ター 主任 吉田 朝 啓 氏 , 琉球 植物 防疫 所 東平 地 清二 
氏 , 狼 重 山 農業 試験 場 東 平地 清正 氏 , 作 重 山 保健 所 安仁屋 賢一 氏 , 他 現 地 の 多 く の 方 々 に ひと か た な ら め ぬ 御 世話 
こ な っ た . 又 , 終始 私 達 の 行動 に 対し て 御 指導 下さ っ た 九州 大 学 白 水 隆博 士 , 毅 瀬 太郎 氏 , 原 章 氏 , 福田 晴 
夫 氏 , 若林 守男 氏 , 植物 同定 の 労 を と られ た 中 鳥 購 穏 氏 , 大 井 次 三郎 博士 , 長田 武 正 氏 , 堀田 満 氏 及び この 旅行 
に 同行 し , 協力 を 惜しま れ な か っ た 茂木 幹 義 氏 , 西山 伸吾 氏 に 厚く お 礼 申 上 げ る . 又 , 特に 白水 隆博 士 に は 採 
集 品 の 一 部 の 同定 を , 若林 守男 氏 に は 写真 を お 願い し た . ここ に 特記 し て 深謝 の 意 を 表し た い ・ 

以下 に 私 達 の 日 程 を 略記 する が , こと に 見 られ る 通り , 私 達 の 行動 は 多く の 場合 別々 で あっ て , と の 報 文 中 の 
個々 の 和 観察 も 単独 で な され た 場合 が 少く な い . その よう な 場合 に は 責任 の 所 在 を 明らか に する た め に いち いち こと 
と わっ た . 見 苦し い 点 は お 許し 願い た いと 思う . 

久保 : 1961 年 7 月 21 日 羽田 発 , 同日 那覇 着 . 沖縄 本 島 に て 採集 の 後 , 8 月 1 日 石垣 島 着 , 同島 各地 で 採集 し 
8 月 7 日 中 村 と 同行 し て 西表 島 租 納 へ . 13 日 石垣 島 へ 戻り , 15 日 空路 那覇 へ . 19 日 羽田 へ 帰着 . (久保 は 日 程 の 
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都合 上 , その 他 の 離島 及び 与那国 島 へ は 行け ず , 宮古 鳥 で も ほとん ど 採 集 出 来 な か っ た . ) 

中 村 : 1960 年 7 月 16 日 神戸 発 , 19 日 那覇 泊 港 へ . 28 日 那覇 発 , 翌 29 日 石垣 島 着 。 この 間 沖 縄 本 島 で は 台風 6 
号 の た め ほ と ん と 採集 出来 な か っ た . 石垣 島 で も 相続 く 台風 の た め 成 果 上 ら ず . 8 月 12 日 西表 島 白 浜 へ 。 こと で 
も 台風 に 閉じ 込め られ , 台風 通過 後 最初 の 便 で 22 日 石垣 島 へ . 同日 石垣 島 を 発ち , 那覇 を へ て 27 日 神戸 港 へ 帰着 . 
(と の 年 ほど 台風 の 多い 年 も あま りな か っ た らし く , 蝶 の 採集 に は 最悪 の 年 で あっ た . ) 

1961 年 7 月 21 日 神戸 港 出発 , 24 日 那覇 へ , 翌 25 日 那覇 を 発ち , 26 日 石垣 島 着 . 翌 27 日 石垣 島 を 発ち も 28 日 与那国 
島 租 納 へ . 同島 で 採集 の 後 8 月 1 日 石垣 島 へ 戻る . 8 月 3 日 西表 島 租 納 へ , 翌 4 日 租 納 を 発ち 浦 内 川 を さか の ぼ 
っ て 西表 島 を 横断 , 5 日 深夜 に 同島 東部 の 古 見 に 着き , さら に 大 原 へ . 翌 6 日 , 大 原 より 石垣 島 へ 渡り , 7 日 。 
久保 と 共に 再び 西表 島 租 納 へ . 13 日 , 石垣 島 へ 帰り 各地 で 採集 の 後 , 17 日 発つ . 絆 18 日 , 那覇 に 着き , 沖縄 本 島 
で 採集 の 後 , 奄美 大 島 を へ て 28 日 鹿児島 港 へ 帰着 ・ (この 年 は 前 年 と は 逆 に , 台風 も ほとん ど 近 づか ず , 終始 好 
大 に 恵まれ た . し か し , 他 の 離島 へ 足 を の ば す 躍 の な か っ た の は 心残り で あっ た . 伺 , 宮古 島 で は 前 年 同様 船 
の 荷役 中 , 2 時間 ば か り 上 陸 し て 採集 し た に すぎ な い .) 

































































は じ め に 一 一 八重 山 群 島 の 概説 
沖縄 , 特に 八重 山 群島 は , 私 達 , こと に 戦後 の 世代 の 者 に と っ て は , あま り 良 く 知ら れ た 存在 で は な く , 恐 ら 
具体 的 な イメ ー ジ を 浮か べ 得 る 方 は 少な いも の と 考え る . そこ と で あえ て 下記 の 如き 簡単 な 「 概 説 ] を 加え る と 
と と し た . まず 最初 に 地理 的 な 名 称 に つい て ひと 言 述 べた い . 
鹿児島 県 最 南端 の 与論 島 と 台湾 と の 間 に 弧 状 に 点々 と つら な る 島々 は 地図 の 上 で は ひと つなが り の 里 点 列 で は 
ある が か が, 大 別して 北 か ら 沖 縄 群島 。 や や 離れ て 宮古 群島 , 人 重 山 群島 の 3 群島 に 分 か た れ て いる . 通常 ひと ま と 
め に し て 沖縄 列島 又は 琉球 列島 と 呼ば れ , 特に 宮古 , 八重 山 の 両 群島 の み は , まとめ て 先 島 列島 と も 呼ば れる . 


これ ら の 島々 は 緯度 の 相 異 や , 島 の 成因 その 他 に よっ て 各 島 毎 の 動植物 の 分 布 状態 は 種々 様々 で あっ て , 一 括 し 
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与那国 和 島 





て 述べ る の は 適当 で な い . 特に 従来 の 報 女 , 参考 書 等 で は , これ ら の 地理 的 名 称 が 不用 意 に 用 いら れ , 甚だ し い 
も の は 奄美 群島 を も 含め て 混同 し て いた り , ひと 口 に 「 琉 球 」 又 は 「 沖 縄 ]」 と の み 書 か れ た も の が 見 られ , 分 布 
の 判断 上 , 非常 に 繁 雑 さ を 感じ させ る ば か りか , 厳密 性 を 欠い て いる . と の 意味 で , 今後 は これ ら の 不明 確 な 去 
い 方 を 極力 さけ , 記録 等 も 各 島 毎 に 整理 する 事 の 必要 性 を 痛感 する ・ 

さて , 八重 山 群島 は 石垣 。 西表 , 与那国 及び 附近 に 散在 する 小さ な 島々 か ら 成 り , 北緯 24 度 と 25 度 の 間 に 位 軒 
し , 緯度 の 上 か ら は 人 台湾 の 中 , 北部 に あたっ て いる ・ 

琉球 列島 の 地層 配列 内側 か ら 火 山 島 列 , 古 生 層 列 , 第 三 紀 層 列 の 3 烈 か ら 成る 事 は 周知 の 通り で ある が , 八 
重 山 群島 で も この 配列 は 崩れ て いな い ・ 石垣 島 北 部 に は 死 火 山野 底 マ ー ベ を 中 心 に 火山 岩 地帯 が か あり, 中, 南 間 
と 西表 島 の 北東 端 は 古 生 層 を 形成 する 灯 板 岩 。 砂岩 か ら 成 り , 西表 島 は ほとん ど 全 島 が 石炭 居 を 含む 第 三 紀 の 沈 
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板 岩 , 砂岩 で ある . これ ら の 島々 は 何 度 と な く 際 起 と 沈降 を くり 返し て いる た め , 麗 現 石灰 岩 も 随所 に 見 られ る . 
と り わ け , 石垣 。 西表 両 島 以 外 の 島々 は 主として 弄 期 石灰 岩 で ある . 与那国 島 は 第 三 紀 悦 と 理 期 石灰 岩 か ら 成 り , 
極端 な 台地 状 を 呈し , 周囲 を 高い 絶壁 で か と まれ て いる . 従っ て , 石垣 。 西表 両 島 は 山地 性 で ある の に 反し , 他 
の 島 え は 平 昌 で 柄物 相 も 遥 弱 で ある ・ 石垣 島 は 琉球 列島 中 の 最高 峰 で ある オモ ト 丘 (526m) を 有する が , 早く 
か ら 人 が 入り , 比較 的 開け て いる . し か し , 近接 する 西表 島 は , 陥没 地形 で 平野 に を し く , 全島 が 後述 する よう 
な 気候 の 好人 条件 に 支え られ て 豊か な 原始 林 に お お われ て お り , ノ ヤ シ の 群落 や , よく 発達 し た マン グロ ー ヴ の 林 
な ど , 他 の 島々 と は 異 っ た 特異 な 景観 に 富ん で いる . マラ リア の 猫 威 に よっ て , この 島 は 近年 まで , ほとん ど 閉 
発 さ れず , 最も 良く 原始 状態 を 保っ て いる 事 は よく 知ら れ て いる . 

気温 に つい て 西表 島 租 納 測候所 の 資料 を 見 る と , 盛夏 7 月 の 月 平均 気温 は 28.7?C で , 島 が 小さ く 直 接 海洋 の 
影 響 を 受け る た め , そう 高く は な ら ず , 今 ま で の 最高 気温 は 34.8*C で ある . これ で 見 る と 比較 的 涼し いよ うに 
思え る が , 直射 日 光 の 下 で は 耐え が た い ほ どの 熱 甘 で ある . し か し , 日 中 で も 日 陰 で は 過ごし よい . 又 , 冬期 の 
最 寒 月 た る 1 月 の 月 平均 気温 は 17.4?C で あっ て , 年 頭 に は すでに 桜の 開花 を 見 る と 云う . そし て , 春 は 短 か く , 
NR NA 
近 す る も の が あり , この 頃 で も 残暑 は 戚 し い . 冬 に な る と 夏 と は 逆 に 北東 の 季節 風 が 吹き , 風 の 強 さる 増し , こ 
の 強風 と 小雨 の 連続 で 陰 う つ な 日 が 多く な り , 海 は 波 が 高く な っ て , 上 離島 へ 向う 船 も 欠航 する 事 が 多く な る .・ 
降水 量 は 年 平均 2000mm を 越え , 西表 島 の 浦 内 川 の 如き は 常に 満々 た る 水量 を 誇っ て お り , 川 の 大 き さ は 大 陸 
的 で ある . し か し 一 方 石灰 岩 地 帯 で は 時 と し て 水不足 に 悩む 事 も ある と 云う . 

湿度 も 当然 高く , 西表 島 で は 年 平均 1 で あっ て , 特に 概 雨 期 か ら 台 風 期 に か け て は 奈 し 暑い . 最も 乾燥 する 
10, 11 月 で も る 76 程度 で ある . 
何 。 八重 山 群島 或 い は 広く 沖縄 列島 の 蝶 相 に 関す る 文献 は 戦前 に は か な りあ る が , これ ら の リス ト は , T. 
Takara “Provisional hst of butterflies in the Ryukyu Islands” (1956) に くわ し い の で , 特に 挙げ な か っ 
た . それ 以後 の 主 刻 な 文献 と し て は , 尾 本 (~ 蝶 と 虐 : 102), (3, 3: 11①)) 等 が ある 














































































































食 草 及び 幼生 期 に つい て 


ここ と で は 食 草 , 卵 , 幼虫 , 由 に 関す る 部 分 だ け を まとめ , 成虫 の 生態 等 は 目録 の と と ろ に 書き 加え る 事 に し た . 
1 オキ ナ ワ ビ ロ ウ ド セ セ リ Hasora chromus inermis ELwEs et Epwasps 

石垣 島川 展 山 で ? の 産卵 行動 を 観察 し た . ここ に は 道路 脇 に 約 10m 位 の 間隔 を お いて 高 さ 数 m の か な り 大 き な 
クロ ョ ナ (Pongamia pinnata MEss) が 数 本 あり , いずれ も ゃ 落葉 し て いた (し か し 附近 の 山中 や 他所 で 見 た 
クロ ョ ヨナ は すべ て 青々 と し げっ て いた ). 夕刻 , これ ら の クロ ョ ナ に お び た だ し い 数 の 本 種 が 集まり 。 あるいは 
枝 先 に 静止 し て ビ ンク 色 の 卵 を 産ん で 飛び 立つ も の , 2 頭 時 に は 数 頭 が すばらし い 速 さ で 追 飛 す る も の 等 が 見 ら 
れ , ひと た び 幹 を ゆす れ ば 20 一 30 頭 が 群 飛 する と 云う 壮観 で あっ た . 8 も いた よう だ が , 大 部 分 は 々 で あっ た . 
2 アオバ セセリ Chaospes benjaminii formosana FRUHSTORFER 

右 垣 , 西表 両 島 で リ = ウ キュ ウ ア ワリ プ キ (Meliosma Oldhami Mio. ) に て 多数 の 幼虫 や 空 巣 を 目撃 した. 
3 コウ トウ シン ロン シタ セセリ Tagiades trebellius mortinus PLOTz 

8 月 15 日 。 久保 は 石垣 島川 良 山 入口 の 苗 画 内 で ヤマ ノイ モ 科 の ダイ ジョ ツウ (Dioscorea alata L.) に 特徴 ある 
食 浪 (いわ ゆる 巣 ) を 見 つけ た が , あい に く 時 間 が な く , 映 帝 2 ケ と 多数 の 食 痕 を 得 た の み で あっ た . 久保 は 島 
を 離れ ね ば な ら な か っ た の で , 中 村 が この 後 を 受け , 同日 , 裏 石垣 で の 採集 か ら 帰 っ た 後 で 。 同じ 場所 へ 行き , 
東平 地 清正 氏 の 協力 を 得 て 卵 と 若 令 幼 虫 を 見 出し た . 翌 16 日 に は , や は り 川 良 山 の 他 の 場所 で 同 科 の ソ メ モ ノイ 
モ (Dioscorea cirrhosa SpRENc.) か ら 卵 殻 と 若 令 幼虫 の 食 痕 を 見 出し た . 

卵 は 食 草 の 葉 の 表面 先端 部 に 中 脈 に そっ て た て に 1 一 3 個 並 べ て 産 付 され て お り , 母 蝶 の 体毛 を か ぶっ て いて , 
その まま の 色 は 灰 褐色 で ある . 幼 虫 は 若 令 の も の し か 見 出し 得 ず , 飼育 も 不手際 で 失敗 し た た め 成 熱し た も の を 見 
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1962] TYO TO GA (5) 





る 機会 が な な か っ た が , 頭 部 は 黒色 で , 前 か ら 見 た 形 は ハー ト 型 で ある . 胴 部 は ダイ ミュ ョ ウ セ セリ 等 と 同様 に 白い ・ 
由 は 大 き な 三 角形 の 銀 白 色 紋 を 有 し , ダイ ミュ ョ ウ セ セリ に よく 似 て いる ・ 
4 ネッ タイ アカ セセリ Telicota colon stinga Evars 

中 村 は 西表 島 租 納 。 白浜 問 の 路 倍 の スス キ (Mscanthus sinensis ANpgmss. ) より 本 種 の 終 令 幼虫 を 1 頭 得 た ・ 
幼虫 は 巣 を 作り , 頭 部 は 褐色 で 中 縫 線 及び 前 頭 縫 線 は 細い 黒 葵 を 形成 し , 特徴 的 で ある . と の 幼虫 は 幅 化 , 羽化 
させ た ・ 価 , 石垣 島 バ ベン ナ ー で も 同一 の 特徴 を 有する 数 頭 の 幼虫 を スス キ 及 び ア シン ボ ン (Microstegium sp.) に 
て 自 忠 し た 成虫 は あま り 多 く な い が 幼 虫 は 比較 的 容易 に 見 つか る の で , その 気 に な れ ば 多数 の 良い 標本 を 得る 
事 も 出来 よう ・ 
5 ジャ ュ コウ アゲ ム 、 Byasa alcinous bradanus FRUHSTORFER 

西表 島 租 納 の 林 縁 に 欠い て リュ ウキ ュ ウ ウマ ノ ス ズ クサ (Aristolochia liukiuensis HATsOsrMA) より 1 疫 及 び 
終 令 幼虫 1 頭 を 得 た ・ 
6 アゲ ハチ ョ ウツ Papilio zuthus zuthus L. 

西表 島 星 立 に て カラ ス ノ サ ン シ ョ ウ (Fagara ailanthoides EnNcr.) 葉 上 に 1 老 熟 幼虫 を 見 
7 カラ ス ア ゲハ Papilio bianor junia JORDAN 

入 保 は 石垣 島川 良 山 の 林道 に て 本 種 @ が へ ハマ セン ダン (Evodia glauca Mno. ) に 産卵 する の を 目撃 し た . 
8 Appias SD. 

中 村 は 与那国 島 久 部 良 附近 で ギュ ボク (Crataeva religiosa Fossr. ) より 1 若 令 幼 虫 を 得 て 普 化 さ せ た が か が, 羽 
化 に 失敗 し 種 名 の 確認 が 出来 な か っ た . し か し 遇 の 形態 か ら 4zzz2sy で ある 事 は 確実 で ある ・ 
9 ツマ ベニ チョ ツウ Hebomoia glaucippe cincia FRUHSTORFER 

与那国 島 で は ギョ ボク か ら 多 数 の 卵 と 幼虫 を 見 出し た . ギョ ボク は 与那国 島 で は か な り 多 い が , 西表 , 石垣 両 
島 で は は る か に 少な い . 
10 ウラ ナミ シロ チョ ウツ Catopsilia pyranthe pyranthe L. 

石垣 市 内 及び 裏 石垣 の 吉原 で ハブ ソウ (Cassia occidentalis LL.) に て 多数 の 卵 及 び 各 令 幼 虫 を 見 出し た - 
11 ギン モン ウス キチ ョ ウツ Catopsilia pomona FABRrCIOS 
12 ム モ ン ウ スキ チョ ウツ Catopsilia crocale CRAMER 

8 月 9 日 , 西表 島 祖 納 , 白浜 間 の 美田 良 橋 附 近 で 高 さ 約 3m の マメ 科 の タ ガ ヤ サン (Cgsszg siamea LAM. ) で 
産卵 中 の 本 種 を 久保 が 見 つけ , 2 人 で 遇 毅 , 卵 , 各 令 幼虫 を 多数 見 出し た . この 時 及び 11 日 。 同島 星 立 , 稲葉 聞 
の 同一 植物 か ら 得 た 幼虫 約 10 頭 か ら は いづ れ も ム モン ウス キチ ョ ウ が 羽化 し , 両日 と も ム モ ン ウ スキ チョ ウ と ギ 
ン モ ン ウ スキ チョ ウ が 附近 を 飛 首 し て いる の が 見 られ た に も か か わら ず , ギン モン ウス キチ ョ ウ は 出 な か っ た . 
し か し , 石垣 市 在住 の 東平 地 清正 氏 の 久保 宛 の 私 信 に よれ ば 同年 12 月 飼育 の 結果 , 同一 和樹 より 得 た 幼虫 か ら 双 
方 羽化 し た と の 事 で , 両 種 と も タ ガ ヤ サン を 食 樹 と し て いる 事 が 確認 され た ・ 又 , 同氏 に よれ ば 12 月 10 日 現在 , 
農業 試験 場 構内 の タ ガ ヤ サン (台風 の 後に 発芽 〕 の 新芽 に は ほとん ど 葉 を 喰い つく す ほ どの 多数 の 幼虫 が 見 られ 
た 由 で ある . 何 , "Zephyrusy 誌上 で 数 正木 任 氏 が 人 垣 島 測候所 構内 の 「 鉄 刀 木 」 を ウス キチ ョ ツウ の 食 草 と し 
て 記録 され た の は まぎれ も な く タ ガヤ サン で ある . 本 植物 は 印度 原産 の 栽培 種 で , 石垣 . 西表 両 島 や 沖縄 本 島 で 
は 主 に 旧 部 落 跡 や 部 落 の 中 , 校庭 , 山道 等 に 散見 され る . 

若 令 幼虫 は 新芽 の まだ 閑 き きら な い 複 葉 の 中 脈 上 に 静止 し て お り , 3 令 以 後 は 開い た 葉 の 中 上 脈 上 に 見 られ る よ 
うに な る . 幼虫 の 色彩 は 淡い 緑色 で , 側面 を 走る 淡紅 色 常 の 発達 程度 に か な り の 個体 変 供 か 認め られ る ・ 

疫 化 は 多く の 場合 , 下 枝 の 葉 裏 や 下 革 の 間 で 行なわ れる も の の よう で , 遇 殻 も その よう な 場所 か ら 見 出し た . 
13 タイ ワン キチ ョ ウツ Eurema blanda arsakia FRUHSTORFER 

入 保 は 石垣 島川 良 山 で 本 種 ? が マス メ 科 の ナン テン カ ゾ ヅ ジラ (Caesalpinia Nuga Arr.) の 新芽 で 産卵 らし き 行動 
を と っ て いる の を 目 尚 し た が , この 植物 が 募 性 で 木々 を お お う よ う に 生え て いる た め と , 新芽 に まで 生え て いる 
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- 鋭 い ト ゲ の た め に 自由 に な ら ず 観察 を 中 止 し た の で 結論 は 得 ら れ な か っ た . 

14 スジ グロ カバ マダ ラ Salatura genutia CRAMER 

中 村 は 7 月 28 日 。 与那国 島 字 良 部 岳 の ふも と で 本 種 の 各 令 幼虫 を 得 , 羽化 させ た が , その 後 。 久保 も 8 月 6 日 
オモ ト 指 念 山 の 帰途 , 名 蔵 側 山腹 に て の 産卵 行動 を 目撃 し , 卵 数 個 を 得 た . いづ れ の 場合 に も 食 草 は リュ ウキ 
ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ の 食 草 ガ ガイ モ 科 の ツル モウ リン カ に 酷似 の も の (TyZophora sp.) で ある が , 持ち 帰っ た 膳 
葉 が 不 完全 で 未 同 定 で ある . 

奄美 大 島 等 で 確認 され て いる カバ マダ ラ の 食 草 トウ ワタ は , 六 重 山 で は ほとん ど 栽 培 さ れ て お ら ず , これ は カ 
バ マ ダラ の 少な い 事 を 説明 し て いる よう で ある . これ に 対し , 本 種 が 全く 別 の や や 山地 性 の つる 性 植物 を 食 草 と 
し て いる 事 は 本 種 が 平地 ば か り で な く 山 地 に ゃ も 少なから ず 見 られ る 事 と 一 致し て いる . 

15 リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ Radena similis L. 

本 種 の 食 草 ツル モウ リン カ に つい て は 和久 保 が Insect Magazine, 52 号 に 奄美 大 島 で の 観察 を 記録 し た が , 石 
垣 但 及び 西表 島 で も 同じ 食 草 及び それ に 酷似 の 他 の 1 種 (スジ グロ カバ マダ ラ の 食 草 と 同一 の も の と 思わ れる ) 
で 摂 食 中 の 幼虫 を 2 例 目 撃 し た . この 類似 の 植物 は 前 種 の 際 に も 触れ た が 。 ツル モウ リン カ と 外形 は ほとん ど ち 
が わな い が , 茎 , 葉 の 切断 部 か ら ト ウ ワ タ の よう に 白い 汁 液 を 分 泌 す る の で 一 応 別種 と 考え て いる . 

16 オオ ゴマ ダラ ldea leuconoe riukiuensis HoLLANp 

7 月 28 日 。 中 村 は 与那国 島 租 納 部 落 附近 で 本 種 の 産卵 を 目撃 し , 2 卵 を 採集 , 同 31 日 に は 卵 と 中 令 幼 虫 を 見 出 
し た ・ 食 草 は が ガイ モ 科 の ホウ ライ イケ ー (Cyxgzczzgzz formosanum HEwsr.) で あっ た . 又 , 久保 る 8 月 17 
日 , 沖縄 本 島 で , 石川 市 在住 の 後藤 光男 氏 の 御 好 意 に より , 同市 伊波 に お いて 同一 植物 か ら 卵 と 各 令 幼 虫 を 得 た . 
17 コノ ハチ ョ ウツ Kalima inachus eucerca FRUHSTORFER 

本 種 の 食 草 と し て は 従来 「 ヤ マテ アイ 」 及 び 「 リ ュ ウ キュ ウ ア イ 」,「 オ オケ タデ 」 等 が 挙げ られ て いた が , 8 月 
13 日 石垣 島 川 良 山 裏 の ベン サン 有川 上流 に お いて 2 人 で 調べ た 結果, キッ ツネ ノ マ ゴ 科 の オキ ナ ワ スズ ムシ ソウ 
(Strobilanthes 了 oszzoz Hayara) の 葉 裏 より 中 令 幼 虫 を 見 出す と と が 出来 た . 久保 は 渡島 前 か ら , 幼虫 が 4 黒 
色 大 型 で ヤマ アイ の 葉 上 に 普通 に 見 られ る と の 報 文 を 見 て いた の で この 幼虫 を 見 つけ る の は 容易 な る も の と 推定 
し て いた が 意外 に 発見 迄 に 時 間 が か か っ た . 8 月 1 日 久保 は 安仁屋 氏 と 共に 同 地 で 採集 中 , 9 の 産卵 行動 を 目撃 
し た が , 本 土 の ヒ ュ ョ ウ モ ン 類 に 見 られ る よう に どん な も の に も 産む らし く , シダ 類 の 葉 。 枯れ た へ ゴ の 幹 。 菩 の 
生え た 石 , 枯 枝 , 1 例 の 場合 に は アカ メガ シワ の 幹 や 葉 等 に も 産卵 を 認め た . これ ら の 奇異 な 産卵 行動 は 石垣 各 
地 や 沖縄 本 島 で も 観察 さ れ た ・ 

幼虫 は 予想 に 反し , 全く 目 に 触れ ず , 葉 上 な ら め 葉 裏 か ら 見 出し た 事 は 前 述 し た が , これ は ? 昆 虫 界 。 : 2⑩ 
の 履 江 崎 憶 三 博士 の 報 女 や , "Insect Magazine。 37 号 の 森下 和彦 氏 の 報 文 と 異な っ て いる . 幼虫 の 用 態 は す で 
に 知ら れ て いる が , 3 令 迄 は 胴 部 側面 に 黄色 の 斑 列 を 有 し , 体 全 体 に ツヤ が 有る が , 老 圭 し た も の は ビロード 様 
の 真黒 色 を 呈し 頭 部 に 大 型 突 起 1 対 を 持ち , 背部 に も メス アカ ムラ サキ 等 に 近似 の 突起 列 が ある . 食 草 オキ ナ ワ 
スズ ムシ ソン ツ は 主 区 党 谷 の ふち の うす 暗い 樹 陰 に 見 られ , 別名 タシロ アイ と も 云う . 又 , 本 種 の 近く に 同 科 の セ 
イタ カス ズム シソ ツウ (Strobilanthes glandulifera HATsusrMA) が 見 られ た が , 中 村 は 沖縄 本 島 中 部 の 屋 部 村 安 
和 及 び 今 帰 仁村 具 我 山 で は これ が 食 草 で ある 事 を 認め て いる の で , 恐らく 石垣 島 で も 食 草 の 1 つ で あろ う . 

向 , 従来 記録 され た 「 リ ュ ウ キュ ウ ア イ 」,「 ヤ マ ア イィ イ 」 は 前 記 植物 の 方 言 か 同定 和 違い に よる も の で は な いか と 
忌 う が , 染料 と し て 使わ れ て いる いわ ゆる 「 リ ュ ウ キュ ウ ア テイ 」 は , 昔 か ら 沖 縄 本 島 や 狼 重 山 各 地 で 栽培 され て 
いた らし い が 最 近 で は あま り 見 られ な いよ う で ある . 又 , こと の 染料 の リュ ウキ ュ ウ アイ は 害虫 が つき に くい と と 
で も 知ら れ て いる . 

18 ヤエヤマ イチ モン ジ Tacoraea selenophora ishiana FRUHSTORFER 

久保 は 8 月 5 日 。 東平 地 清正 氏 の 案内 で 石垣 島 ト ー ロ 川上 流 へ 採集 の 帰途 。 川岸 か ら 延び 出 た つる 性 植物 の 枝 

先 に 目 を や り , 偶然 本 種 の 2 令 幼 虫 を 見 出し た . 食 草 は アカ ネ 科 の ヤエヤマ ュ ン ロン カ (Mussaenda pubescens 






























































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1962] TYO TO GA (7) 
ーーーーーーーーー ニ ーー ニ ーー ニー ニー ニーーーーーーーーー 一 = 
var. yayeyamensis MasamUNE) で あっ た . 他 に も う 1 種 同 科 の アカ ミズ キ と 思わ れる 準 本 か ら ゃ 幼虫 を 得 て い 
る が , この 植物 に つい て は 未 同 定 で ある . 

本 種 の 卵 そ の も の は まだ 目 に し て いな い が 中 村 は 西表 島 稲 葉 ノ 沙 の 下流 で 本 種 ゞ の 産卵 を 目撃 し た ・ 今回 観 宗 
し た 所 で は , 少く と も 3 令 ま で は 食 草 の 葉 の 先端 部 か ら 中 脈 を 残し て 喰い , 工 を 糸 で 喰い 残し た 葉 の 先端 部 に 店 
め , 幼虫 は 枯れ た 中 脈 上 に 静止 し て いる . 幼虫 の 色彩 は , 茶褐色 で 短 か い 10 対 ほど の 豆 状 突起 を 有する . 西表 伺 
入 藤 ノ 洋 附近 で 中 村 の 得 た 幼虫 は 脱皮 し て 本 土産 イチ モン ジ チ ョ ウ の 如き 美しい 緑色 の 終 令 幼 虫 と な っ た . 終 令 
幼虫 の 交 状 突起 は イチ モン ジ チ ョ ウ よ り は る か に 大 きく よく 発達 し て いる ・ 引き続き 飼育 の 結果 1 由 を 得 た が 
完全 な も の で は な か っ た . し か し 頭 部 に は や は り 1 対 の 耳 状 突起 が あり , 金 と 銀 の 工 紋 で か ざら れ た 華 誠 な 螺 で 
ある ・ 

19 ヒメ ウラ ナミ シジミ Nacaduba nora kanot OwoTo 

8 月 16 日 。 中 村 は 東平 地 清正 氏 と 裏 石 垣 方 面 に 採集 に 出かけ , 川平 と 吉原 の 間 で 路 億 の 林 線 に お いし げっ て い 
る マメ 科 の モダ マ (Entada phaseoloides Mgrr.) の 周辺 に 多数 の 個体 が 飛び まわ っ て いる の を 見 出し た . 丁度 
開花 期 で あっ た の で , 花 を 調べ た 所 花穂 より 容易 に 多数 の 卵 と 各 令 幼 虫 が 見 つか っ た ・ 幼虫 は 淡 緑 色 で 花 の 間 に 
ひそ ん で いる ・ 


20 ハマ ヤマ トシ ジミ Zizeeria knysna karsandra MookrE 





























申 村 は 若林 氏 よ り 台 湾 で は 本 種 が だ ヒ ユ 科 の ある 種 を 食 草 と し て いる 事 を 開い た の で , 与那国 島 租 納 附近 で 海 岩 
に 普通 の ヒュ 科 植 物 (4maranthus sp.) を 調べ た 結果 , 卵 と 各 令 幼 虫 を 見 出し た . 宮古 島 で も 本 種 の 多数 飛 克 
する 海岸 に は 必ず と の 種 の 植物 が 見 られ る ・ 

21 Pithecops. SD. 

本 種 は 従来 ウラ イク ロ シ ジ ミ (Pithecops nihana) と し て 知ら れ て いる も の で ある が か が, 目下 白水 隆博 士 の も と 
で 再 検討 され て お り , 同 博士 の 御 教 示 に 従っ て Pithecops sp. と し て お いた ・ 将来 ,。 その 分 類 学 上 の 位置 に 関 
する 御 研 究 の 結果 が 発表 され る も の と 思う . 本 種 は 西表 島 と 沖縄 本 島 の 一 部 に 分 布 が 知ら れ て いる に すぎ な い 
が , 西表 島 で は か な り 注 意 し て 食 草 を 探し た が , 分 か ら な か っ た . その 後 , 中 村 は 8 月 20 日 , 沖縄 本 島 東村 福地 
川 へ 東平 地 清二 氏 と 共に 本 種 の 食 草 を 探し に 行く 機会 を 持っ た . ツン シン マウ ラボ シシ ジミ の 食 草 ネス ビ ト ハギ に 近 
いも の を 食す る で あろ う 事 は 推定 し て いた の で , すぐ に それ と お ぼ し い 植 物 を 見 出し , 新芽 か ら 卵 を , 若い 葉 の 
裏面 か ら 終 令 幼 虫 1 頭 を 得 た . 時 間 か な か っ た の で , それ 以上 は 得 ら れ な か っ た が , この 幼虫 は 羽化 させ た ・ 幼 
虫 は 白 他 に 近く , 中 の 形態 は マシ マウ ッ ウラ ボ シ シ ジミ の それ に よく 似 て いる . 

と の 時 見 出し た 食 草 は ユ ト キ ワ ヤ ブ ハギ (Desmodium Tashirot Marsum.) で ある が , と の 食 草 は 実は すでに 
記録 きれ て いる も の で ある 事 を 後に な っ て 知っ た ("この は 会 会 報 ヶ : 第 4 号 ). 場所 も 同じ 所 の よう で ある ・. 八重 
山 に 於 ける 食 草 も 恐らく と の 植物 で は な いか と 思わ れる の で , 参考 の た め 記 し た ・ 

22 タイ ワン クロ ボ シ シ ジミ Megisba malaya iwasakiit MArsuMuRA 

中 村 は 1960 年 の 夏 。 石垣 島 バ ズン ナー で 本 種 が 好 ん で アカ メガ シソ (Mallotus japanicus MOgrr. Asc.) の 花 
飛来 する 事 に 気づい た が 1961 年 8 月 8 日, や は り 同 じ 事 に 気づい て いた 久保 と , 西表 島 星 立 , 稲葉 両 部 沙 間 の 
林道 脇 に 生え て いる アカ メガ シソ を 念 の た め 調 べ て 見 る と と に し た . その 結果 , 葉 裏 より 卵 を , 花 藻 よ り 卵 と 各 
令 幼 躍 を 多数 見 出す 事 が 出来 た . 産卵 し と うと する は 花 共 や 花 か ら 遠く な い 枝 や 葉 の 上 を 歩き まわ り ・ 時 々 止 
っ て は 腹 端 を 曲げ て 花 医 や 葉 裏 に 1 卵 ず つ 産 みつ ける の が 見 られ た ・ 得 た 幼虫 は すべ て 花 甘 を 食っ て いた が , 葉 
も 食す る も の で ある ろう. 

卵 の 色 は 淡 緑 色 で , 微小 な 事 と 合わ せ て な か な か 見 つけ に くい . 幼虫 も オリ ー ヴ 色 に 暗色 の 不鮮明 な 斑紋 を 有 
し 。 保護 色 を 星 す る が 穴 の あい た 甘 の 近く を 探せ ば , 花 装 の 中 に 頭 を 突っ と ん で いる も の や , 花 董 の 間 に 身 を ひ 
そめ て 休ん で いる も の を 見 出す こと が 出来 る . アカ メガ シワ で 飼育 し た 幼虫 の 一 部 は , その 後 幅 化し , 羽化 に 至 
っ た . 幅 の 色 に は 紫色 が か っ た 暗 褐 色 の も の と , 淡 緑 人 色 の も の と が ある よう で ある が , これ は 幅 化 場所 に よる も 
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食 さ れる も の で あろ う . 
- 本 種 ? が 産卵 する の を 目 華 し 花 か ら 卵 と 幼虫 を 見 出し た 
で クチ ナン (Gardenia jasminoides Errrs) の 果実 より 幣 毅 1 ヶ を 得 た 


(8) 蝶 と 蝶 {Vol.XIII 
の らし い . 
アカ メガ シワ は 丁度 開花 し て お り , まだ 固い 落 か ら す で に 結実 し た も の まで 見 られ た が , 同 所 に 生え て いる 同 
じ タ カト ウ ダ イ 科 の ウラ ジロ アカ メガ シワ (Mallotus paniculatus Mugrr. Ase.) は まだ 警 が 固かっ た . その 
た め 調 べた 所 で は わずか に 数 卵 し か 得 ら れ な か っ た が , これ が 開花 する 頃 に は , アカ メガ シワ と 同じ く , 好 ん で 
中 村 は その 後 8 月 16 日 に 裏 石垣 太田 川尻 附近 で ムク ロジ 科 の アカ ギ モ ド キ (Alophylus timorensisBr.) 
従っ て 本 種 に は 少く と も 2 科 3 種 の 食 草 が ある . 


還 ] ぅ 
23 イワ カワ シジミ Deudoriz eryz okinawana MaTsUMURA 





久保 は 石垣 島 バ ン ナ ー 附 近 の 林 
目録 及び 成虫 の 生態 に 関し て 

・ ご く 普 通 の も の を を 除い て , 私 達 は 出来 

ほぼ ば この リス トト から 

し は 


こ は , 私 達 が 採集 OC タ を 記し た 
夏期 に 現地 で 見 られ る 蝶 の 個体 数 は , ! 
全部 を 含ん で お り , これ 

















Ka 


以下 の 目録 に 

る 限り 多数 の 個体 を 採集 し よう と 努め た の で , 実 

推察 し て いた だ け よ う . 特に A OE CT し た も の 
っ て いる < 


読み 方 は つけ な か っ た が , 以下 で は あら た め て 全て の 読み に くい 地名 に つい て , 





いか に セセリ が 少な いか を 物語 
与那国 島 は 内 地 で は よく Yonakuni と 云っ て い 
海 崖 谷 称 で 3 


地名 は 前 出し た 若干 の も の も , 

その 初出 の 個所 に 読み 方 を つけ た 
西表 島 は Iriomotejima と 呼び , 

る が 現地 で は すべ て Yonaguni と 云っ て いる . 駐 。 裏 石垣 と は 川平 より 野 底 に 至る 石垣 島 北海 岸 の 俗称 で ある 


何 。 石垣 島 は 問題 な い が , 
セセリ チョ ウツ 科 Hesperiidae 


1 オキ ナ ワ ビ ロ ウ ド セ セ リ Hasora chromus inermis PLwEs et PEpwAsps 
109?, 13 王 61 (久保, 中 村 ) 
座 。 488, 8 WW "1 (中 村 ) 




















石垣 島 : 川 良 山 (Karayama), 2 8 8 
西表 島 : 星 立 (Hoshitate), 18, 8 WI 61 (久保 ): 稲葉 ノ 滝 
西表 島 で は 夕刻 , マン グロ ー ヴ 類 の 花 に 飛来 する も の が 見 られ た . 
2 タイ ワン アプ オバ セセリ Badamia ezclamationis FABsrcros 
石垣 島 : トー ほ ョ 川 , 1@。 5 WW “61 (久保 ) 
3 アオ バ セ セ リ CAgos カ es benjaminii formosana FRUHSTORFER 
石垣 島 : 川 良 山 , 18, 6 WI 60 (中 村 ): 18, 3 皿 ’61 (久保 
星 立 , 18, 1?, 8 WW "61 (中 村 ) 
吾 答 産 申 種 に 属す る べき も の で ある 事 が 明らか に され た . 蝶 と 上 / : 12(3), 1961) 
バン ナー, 18, 2 WW 6E 
18,15 WI '61 (中 





西表 島 : 
今回 , 白水 博士 に より , 
コウ トウ シド シタ セセリ Tagiades trebellius mortinus PLOTz 
1?%, 4 WM ’60; 18, 19, 10 王 60 (以上 中 村 ): 
6 WW 61 (以上 久保 オモ ト 策 , 


4 
石垣 島 : 有川 良 山 , 
川 良 山 , 18, 3 WW 61: 名 蔵 (Nagura), 2 8 8, 
村 ) 」 
西表 島 : 船 浮 (Funauki), 18, 18 WE 60 (中 村 ): 稲葉 。 388, 399, 8 61 (久保 , 中 村 ): 1 
$, 12 W “61 (中 村 ) 
ョ ウ セ セリ に よく 似 て お り , 通常 , 林間 の 空地 や 小径 の 樹 葉 上 に 贅 を 開い て 静止 し 
・ 物 に お どろ く と 葉 裏 に 貼り つく よう に 万 を 開 





成虫 の 習性 は 内 地 の ダ イミ 
て いる が 時 々 か な り 迅 速 に 飛ん で は 元 の 位置 に 戻る も の が 多い 
いて 止ま る . 

クロ セセリ Notocrypta curvifascia yaeyamana SHIRGZU 


5 
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1962] TYO TO GA (9 ) 





石垣 島 : オモ ト 岳 , 388, 6 WW 61 (久保 18, 15 WW 61 (中 村 ) 

西表 島 : 船 浮 , 1 $, 13 WI '60 (中 村 ): 稲葉 , 288, 1@, 8 WI '61 (中 村 ): 租 納 (Sonai), 1 8, 
9 WW 61 (中 村 ) 

表記 の 如く , 八重 山 群島 の 本 種 は , 新た に 別個 の 亜 種 を 形成 する こと が 白水 博士 に より 示さ れ た . (⑦ 蝶 と 
時 々 : 12(3), 1961) 
6 オオ シロ モン セセリ Udaspes folus CRAMER 

石垣 島 : バン ナー, 1 8, 31 VI 60 (中村): 18, 2 WI 60 (中 村 ): 川 良 山 , 1 $, 1 WW "61 ( 入 保 ): バ 
ン ナ ー, 2 8$。 2 王 "61 (中 村 ): 川平 (Kabira) 288, 4 WI '61 (久保): 1 @, 16 WI "61 (中 村 ) 

西表 島 : 星 立 , 18, 9 WI 61 (久保 ): 租 納 , 18, 9 WI 61 (中 村 ) 

与那国 島 : 島 仲 (Shimanaka), 2 8 8 る , 29 VI 61 (中 村 ) 
7 ネッ タイ アカ セセリ Telicota colon stinga Evans 

石垣 島 : バン ナー, 1 *, 81 WI 60 (中 村 ): 388, 2 WI’60 (中 村 ): 18, 3 WW "60 (中 村 ): 川 良 山 
18, 1\, 6 WI 60 (中 村 ) 18, 16 WI 61 (中 村 ) 

西表 稲葉 , 288, 19, 8 WI 61 (中 村 ): 租 納 , 1 8, 29 WW 61 [羽化 ] (中村) : 星 立 , 3 8 8, 
8 WW 61 (久保 ) 

与那国 島 : 島 伸 , 18, 29 WI 61 (中 村 ) 

平地 及 至 低 山 地 の 路傍 等 に 見 られ , か な り 敏 し ょ う で ある が , 花 に 飛来 する も の は 容易 に 採集 出来 る . 
8 ユウ レイ セセリ Borbo cinnara WALLACE 

石垣 島 : バン ナー, 1*。 2 W 60 (中村); 川 良 山 , 18, 4 WW "60 (中 村 ) 
西表 島 : 租 納 ,288, 9 WW 61 (久保, 中 村 ) 
9 ヒメ イチ モン ジ セ セリ Parnara naso bada IMoosg 
西表 島 : 租 納 , 18, 9 WW 61 (久保 ) 
10 チャ バネ セセリ Pelopidas mathias oberthiiri Evaxs 
西表 島 : 稲葉 , 299, 8 VI '61 ; 租 納 288, 9 61; 衛 菜 \ 299, 12 WW 61 (以上 中 村 ) 

与那国 島 : 補 良 部 岳 (Urabu-dake), 18, 28 VM "61 (中 村 ): 比 川 CHikawa). 18, 29 WI '61 (中 村 ) 
11 ト ガ リ チ ャ バ セセリ Pelopidas agna agna IMoosg 

石垣 島 : 川 良 山 。 1?, 1 WI "61 (人 久保; 名 蔵 。 18, 6 WI61 (久保): オモ ト 后 。 1 8,。 15 VE 61 
(中 村 ) 

西表 島 : 船 浮 , 1 $, 13 "60 (中 村 ): 租 納 , 1?, 9 W 61 (久保 ): 稲葉 , 18, 12 VW 61 (中 村 ) 















































アプ アゲハチョウ 科 Papilionidae 


1 ジャ コウ アゲ ム Byasa alcinous bradanus FRUHSTORFER 

石垣 島 : バン レン ナー, 688, 599, 2 VI '60; 288, 3 WI 60: 川 良 山 。 18, 4 WI '60; 288, 
299, 6 WI 60) 18, 5e ゃ ,10 WI 60) 288, 19,27 WI 61 (以上 中 村 )》 バン ナー, 18, 28 
9?, 2 WW 61: 川 良 山 , 488, 3**。 3 WW 61: 崎村 (Sakieda)。 2 8 8, 4 W “61: トー ロ 川 。 18, 
5 WW 61 (以上 久保): 川 良 山 , 2 8 8, 13 WW 61: 裏 石垣 , 1 8, 14 WW 61: オモ ト 丘 , 1?, 15 WW 61: 
裏 石垣 。 12, 16 症 61 (以上 中 村 ) 

西表 島 : 租 納 , 1 8, 17 画 60 (中 村 ) 

石 二 島 で は 普通 種 で 山地 林 緑 の ノブ ドッ の 花 等 に 集まる が , 西表 島 で は 極め て 少な いら し く 1960,。 61 両 年 を 通 
じ て 成 虫 は た だ 1 頭 し か 得 て い な い ・ 同 時 期 に 石垣 島 に 多 産 する 事 か ら 見 れ ば 奇妙 な 事 で ある ・ 与那国 島 で は 見 
な か っ た < 
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(10) 蝶 と 戦 [Vol.XIII 





2 アオ スジ アゲ > Graphium sarpedon morium FRUHSTORFER 

石垣 島 : バン ナー, 18, 2 環 60) 18, 3 了 '605 川 良 山 , 288, 19, 6 WH '60; 388, 4ee 
10 W 60 (以上 中 村 ): オモ ト 岳 , 18, 6 WI '61 (久保 ) 

西表 島 : 稲葉 , 288, 14 画 60 (中 村 ) 

3 ミカ ドア ゲハ Graphium doson perillus FRUHSTORFER 

石垣 島 : 川 良 山 ,58$8, 2ee,。 4 WI '60: 6488, 6 画 60: オモ ト 岳 , 19, 8 WW "60: 川 良 山 , 
299, 8 VW 60; 988, 1099,10 WW 60: 18, 27 WI 61 (以上 中 村 ): トー ョ 有川, 18, 5 王 61( 入 
保川 良 山 , 18, 14 WI "61 (久保 ): 川平 , 1 8, 16 WI 61 (中 村 ) 

西表 島 : 船 浮 , 1 8, 13 WW "60: 稲葉 > 4 8 8, 14 画 60: 租 納 一 白浜 , 1e, 9 WI '61 (以上 中 村 ) 

前 種 と 共に 好 ん で ノブ ドウ の 花 に 群集 する . 又 , 西表 島 で 得 た * は ハス ノ ハ ギリ の 花 に 来 て いた . 8 は 吸水 す 
る た め に 水 の あ る 所 に 来る が , 西表 島 浦 内 川 て Urauchi-gawa) の 中 , 上 流 の 川床 の 岩盤 に は , キチ ョ ウ 類 。 ア 
オス ジア ゲハ と 共に 本 種 が 集まっ て いる の が 見 られ た . 石垣 島 の 川 良 山 で は 1960 年 夏 に は , 実に お び た だ し いり 数 
の 本 種 が 発生 し , こと に 8 月 6 日 は 最盛 期 で あっ た らし く , 羽化 し た ば か り の 日 も さめ る よう に 美しい 数 百 頭 が 
文字 通り 乱舞 し , 折り か ら 満 了 開 の ノ プ ドウ を お お いか くさ ん ば か り で あっ た . 又 こ の 時 に は , カラ カラ に 乾い た 
道路 を 地上 10cm 位 の 高 さ で 行き か う も の が 少な か ら ず 見 られ た . 8 月 6 日 に は , ほとん ど 全 て が 8 の よう だ っ 
た が , 10 日 に は すでに 四散 し て 数 は 著しく 減じ て お り , 8 は ほとん ど 破 そん し て いた が , その か わり か な り の 数 
の 新鮮 な 『 が 見 られ た . 

前 年 と の よう に 大 発生 し た 本 種 も , 絆 1961 年 に は 個体 数 極め て 少な く , 意外 に 思っ た が , と の よう な 個体 数 
の 年 ど と の 著 し い 増 減 は 他 の 種 に も 見 られ る 所 で あっ て , 亜熱帯 及 至 熱 事 に 特有 な 現象 の 一 端 を 示し て いる る も の 
の よう で ある ・ 私 達 は 夏 の 八重 出し か 知ら な い が , 季節 的 に も 。 か な り 大 き な 変 化 が ある こと と 思う . 何 。 八重 
山 の 本 種 は 一 般 に 大 型 で , 青 味 が 強く , 極め て 美しい . この 強い 青 味 の た め , 最初 の うち は アオ スジ アゲ へ と 見 
紛 う 事 が 少く な か っ た . 

4 アテ アゲハチョウ Papilio zuthus zuthus L. 

石垣 島 : バン ナー, 18, 2 王 "60 (中 村 ) 

西表 島 : 星 立 1, 9 WW "61 (久保 ): 租 納 , 1?, 9 WW '61 (中 村 ) 

少く と も 夏期 に は か な り 稀 な も の らし く , これ 以外 に は 西表 島 で 1 頭目 映し た だ け で ある 。 何 , 東平 地 清正 氏 
より 久保 宛 の 私 信 に よれ ば , 石垣 島 で は 同年 11 月 上 名, 成虫 が 比較 的 多く 見 られ た 山 で ある . 

5 シロ オビ アゲ っ ヽ Papilio polytes L. 

名 垣 記さ ベン ナー, 1 $。 1*, 2 760: 18, 1"。 3 WI 760: 川 良 山 。 18, 4 王 '60: 石垣 市 , 
19, 5 WI 60: 有川 良 山 , 1@, 6 画 60 (以上 中 村 ): トー= ョ 川 , 18, 5 WW 61 (久保 ): 有川 良 山 。 1 9。 
14 VI 61 (久保 

与那国 島 : 比 川 , 2 ? ?, 29 MI 61 (中村 ) 
普通 で ある が 特に 多い と 云う ほど で も な い . 古く か ら 石 垣 島 に は Zgzzzoz 型 の @ は 知ら れ て いな いよ う で 
私 達 も 全く 見 か け な か っ た が , 六 重 山 群島 中 最 南 に 位置 する 波照間 島 CHateruma-jima) に は 産 す る らし い 、 
中 村 は 上 記 の 如く 与那国 島 比 川 部 落 内 の プッ ソウ ゲ に 飛来 し た 2 * * を 得 た が , これ は 興味 ある 記録 で ある . 即 
ち , 履 江崎 民 三 博士 も 昆虫 界 , 2⑪ の 文中 に 特筆 され て いる 如く , 従来, 号 那 国 島 に は 産 し な いと され て 来 た 
も の だ か ら で あ る ・ 同島 で は この 2 頭 以外 に は 見 て いな い の で , 土着 し て いる か どう か は 決め か ね る . 向 西 表 島 
で は 全く 目撃 し て いな い . 

6 クロ アゲ スム 、 Papilio protenor liukiuensis FRUHSTORFER 

石垣 島 : バン ナー, 18, 2 WW '60; 18, 1e, 3 WW 60: 川 良 山 288。 6 60: 183, 1®, 
10 VE 60 (以上 中 村 バン ナー, 299, 2 WW "61: 川 良 山 299, 3 画 61: 299, 14 WI 61 (以上 
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1962 ] TYO TO GA (11) 
ii 
久保 ) 

西表 島 : 稲 某 , 1e, 8 VWI’'61 (中 村 ): 白浜 18, 9 画 61 (久保 租 納 18, 11 WI 61 ( 入 保 ) 
与那国 島 : 比 川 。 2 8 $, 29 MI 61 (中 村 ): 宇 良 部 岳 , 388, 1, 31 WI 61 (中 村 ) 


八重 山 に 産 する 本 種 の 尾 状 突 起 の 長 さ は , 特に $ に 
わ ぬ も の か ら 。 痕跡 約 な も の に まで 及ぶ . 八 重 山 群 島 が 有 尾 型 の 本 種 を 産 する 地 


の も の を 産 す る 事 か ら 考 える と , 非常 に 興味 深い 問 





題 で あろ う 5. 
これ が 著しく 発達 し て 2 列 に な っ た 極め て 美しい 異常 





お いて は , 非常 が あり 。 内 地 の も の と ほとん ど ち が 
の 末端 で あり , 台湾 に は 無 尾 
9 は 後 麹 の 赤色 弦 月 紋 が よく 発達 し , 美しい が , 


型 が 。ab. zshigakianus Hirayama (7 貞 の 世界 /: 3) と し 


HH に 
中 


LiIT 


Ti 


ざ ど 











て 知ら れ て いる が , 中 村 が 1960 年 8 月 10 日 に 石垣 島 ) 








| 良 山 で 得 た 1 @ が これ で あっ た (Fig.1). この 個体 の 弦 月 








紋 は 紫色 を 帯び た 沿 赤 人 色 で , 内 地 の ク ロア テ ゲ ハ の よう に K 構 色 を 淀 び て いな い ゆい ・ 

7 カラ スプ ゲハ Papilio bianor junia JORDAN 

石垣 島 : バン ナー, 18, 2 WI 60: 288, 3 WW "60: 川 良 山 1 ゃ , 4 WI '60; 288, 6 WI 60 
588, 2we,10 60: 川 良 山 。18, 27 VW "61 (以上 中 村 )) 48$,1 WW 61 18, 3 61 崎 
枝 。 288, 19?, 4 WW 61: トー ロ 川 ,。 588, 5 WE 61: 名蔵 , 388, 6 WI 61: 川 良 山 , 1$, 13 画 
'61, 3 8 8, 14 W'61: 裏 石垣 。 2 8 $, 14 WW 61 (以上 久保 )) オモ ト 岳 , 1$, 15 画 61 (中 村 ) 
西表 島 : 租 納 一 白浜 , 1 8, 13 WE "60 (中 村 ), 租 納 。18, 299, 8 WI 61 (久保 ): 稲葉, 1$, 8 
下 61 (中 村 ): 白浜 , 388, 9 WW 61 (久保 , 中 村 ) 





Fig. 1 Papilio protenor liukiuensis FRUHSTORFER, ® 。 ab. zshigakianus 


石垣 島川 良 山 


HiravAMA 


1960 年 8 月 10 日 


NT エー 
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(12) 蝶 と 虹 [ Vol. XIII 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー Oo 
八重 山 衝 語 の 本 種 は 沖縄 本 島 の も ゃ の と 亜 種 を 異 に し , むし ろ 一 見 々 イワ ンカ ラス アゲ ハ に 似る . 屋久 島 に お け 
る ミヤ マカ ラス アゲ へ 同様, 山 
地 に 限ら すず 海岸 近く の 路上 等 で 
も 見 られ る . また , 西表 島 で は 
マン グロ ー ヴ の 赤い 花 ( オ ヒ ル 
ギ , 又は ベニ ガク ヒル ギ ) に ク 
ロア ゲハ と 共に , ゆっ くり と 舞 
いな から 訪れ , 幻想 的 な 美しい 
光景 が 見 られ た . その 他 , クサ 
ギ , ブッ ソウ ゲ 等 に 飛来 する . 
何 , 与那国 島 で は 字 良 部 岳 と 新 
川 鼻 と の 間 の 森林 地 薄 で 目撃 し 
7 
8 ナガ サキ テア ゲハ Papilio 
memnon pryeri RorgscHrrp 

(Figs. 2, 3) 

石垣 島 : 名蔵, 1$, 6 陣 
61 (久保 ) 

台湾 や 沖縄 本 島 に 普通 な 本 種 
が 八重 山 群 島 に 産 し な い 筐 は な 
いと 思う が , 八重 山 か ら の 確実 
な 採集 記録 は 少な く , 私 達 も 上 
の 個体 以外 は 全く 見 か け て いな 
い . この 個体 は オモ ト 哲 登山 の 
帰途 名蔵 川 上 流 で 飛翔 中 の も 
0 ( が , 前 

交 著 夫 , 表面 の 銀色 鱗 は 良く 発 
A 
は ミカ ン 類 の 栽培 は ほとん ど 行 
SN a 
化し た シー クッ ー シ ャ ー が 月 に 
つく 程度 で ある . 


























Fig. 2 Papilio memnon pryeri RoTnscHrLD。 8, 
石垣 島 名 蔵 , 1961 年 8 月 6 日 , 表面 
Fig.3 同 裏面 
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